
憲法ミュージカル再興　出演者募集！
 

https://saitamasogo.jp/archives/68736


1993年に埼玉で産声を上げた憲法ミュージカル。

https://saitamasogo.jp/archives/68736/kijimuna


2002年までの10年間で10作品を上演し、
1000人の一般市民が舞台に立ちました。

バトンは繋がり2007年今度は東京多摩地区で芽吹き3作品を上演。

この2つの地域が手を繋ぎ、2007年に沖縄をテーマに上演された
『キジムナー』を再演する事になりました。

あなたも参加しませんか？
当事務所の牧野　丘が呼びかけ人共同代表を務めております。
 
 
オーディション

■2016年12月4日（日）

■国籍・性別・経験不問
  全公演に参加
  埼玉・三多摩両地域の練習に参加
  6歳以上（小学生以下は保護者同伴）
  出演参加費10,000円を納入する

■練習日程
  2017年1月～5月(1月中は日曜のみ)
  以降、土・日・祝の練習（合宿あり）
 
※詳細は応募者に後日お知らせします
 
応募用紙は　　－こちら(PDF)－
 
 
公演日／2017年5月
■20日(土)　埼玉会館　大ホール　夜1回公演

■21日(日)　埼玉会館　大ホール　昼1回公演

■27日(土)　たましんRISURUホール　大ホール　昼夜2回公演

https://saitamasogo.jp/archives/68736/%e6%86%b2%e6%b3%95%ef%be%90%ef%bd%ad%ef%bd%b0%ef%bd%bc%ef%be%9e%ef%bd%b6%ef%be%99%e3%83%bb%e5%8f%82%e5%8a%a0%e7%94%b3%e8%be%bc%e6%9b%b8


ホームページは　－こちら－

主催：埼玉×三多摩憲法ミュージカル実行委員会
問い合わせ先：TEL　050-3701-2017　FAX　04-2998-5120
E-mail：2017kpmusical@gmail.com
 
ｷｼﾞﾑﾅｰ・出演者募集・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ(PDF)

Ｉ’ｍ　ＰＲＯＵＤ
埼玉総合法律事務所に入所して、あと３ヶ月ほどで１０年目に入ります。

瞬く間に時間が過ぎて、アラサーからアラフォーになりました。

当事務所は、比較的、立場の弱い方、経済的に困窮している方からのご相談も、率先してお伺いしています。私達所員、日々研鑽に励んで
います。

通常の法律業務だけでなく、平和、労働、貧困などへの活動に関われることも、当事務所の魅力の一つです。活動を通じて、他の法律事務
所の方や地域の諸団体の方ともたくさん出会えました。

そんな事務所にいさせてもらえることが、私の密かな誇りであったりするのです。

 

事務局　M

 

http://www.cueofa.com/kenpoumusical/
https://saitamasogo.jp/archives/68736/%e6%86%b2%e6%b3%95%ef%be%90%ef%bd%ad%ef%bd%b0%ef%bd%bc%ef%be%9e%ef%bd%b6%ef%be%99%e3%83%bb%ef%bd%b7%ef%bd%bc%ef%be%9e%ef%be%91%ef%be%85%ef%bd%b0%e3%83%bb%ef%be%8a%ef%be%9f%ef%be%9d%ef%be%8c%ef%be%9a
https://saitamasogo.jp/archives/68729


 

鞄（かばん）
業務上、大量の資料やパソコンなどを持ち歩くことが多いので、大容量かつ軽量、さらに素敵なデザインで機能性も良い鞄が望ましいので
すが、そんな鞄はなかなかありません。

周囲の弁護士も鞄には苦労しているようで、荷物の多い日には普段の鞄の他に紙袋を併用する弁護士や、キャリーケースを利用する弁護士
などが多いです。
同じ事務所の弁護士も、もっと大容量かつ軽い鞄を探しています。

僕の場合、荷物をひとまとめにしたいので、容量の大きさを重視しましたが、とにかく鞄が重いです。鞄に何も入れてなくても、２．５㎏
の重さで、裁判の資料が多いと鞄の重さは１０㎏を優に超えます。
今の鞄も気に入っているのですが、もう少し軽くならないかと思ってしまいます。

素敵な鞄がないかと思い、鞄屋さんを覗く今日この頃です。

https://saitamasogo.jp/archives/68729/loose-diamonds-executiveice
https://saitamasogo.jp/archives/68715


弁護士　月岡　朗

全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団
7月21日、全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団（東京弁護団埼玉支部）が発足し、記者会見を行いました。

会見の様子はこちら。

◆全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団ホームページ

各社マスコミに取り上げて頂きました。

◆産経新聞

◆毎日新聞

◆東京新聞

 

B型肝炎はB型肝炎ウイルス（HBV）が血液・体液を介して感染して起きる肝臓の病気です。

幼少期に受けた集団予防接種等（昭和23年７月１日から昭和63年１月27日までの間に限る）で、注射器が連続使用されたことによっ
てＢ型肝炎ウイルスに持続感染したとされる方々が、国に対して損害賠償を求めて集団訴訟（Ｂ型肝炎訴訟）を起こしました。

裁判所の仲介の下で和解協議を進めた結果、平成23年６月に、国と原告（Ｂ型肝炎ウイルスに持続感染したとされる方々）との間で「基
本合意」をむすび、賠償金として「給付金」を支給するための特別措置法が成立されました。

https://saitamasogo.jp/archives/68715/%e6%9c%88%ef%bc%89%e9%9e%84
https://saitamasogo.jp/archives/68692
http://bkan-saitama.jimdo.com/2016/07/21/%E5%85%A8%E5%9B%BD%EF%BD%82%E5%9E%8B%E8%82%9D%E7%82%8E%E8%A8%B4%E8%A8%9F%E5%9F%BC%E7%8E%89%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A3-%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%BC%81%E8%AD%B7%E5%9B%A3%E5%9F%BC%E7%8E%89%E6%94%AF%E9%83%A8-%E7%99%BA%E8%B6%B3/
http://www.sankei.com/region/news/160722/rgn1607220020-n1.html
http://mainichi.jp/articles/20160722/ddl/k11/040/327000c
http://www.tokyo-np.co.jp/article/saitama/list/201607/CK2016072202000216.html


全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団は、Ｂ型肝炎ウイルスに持続感染したとされる方々と一緒に20年以上闘った全国Ｂ型肝炎弁護団の埼玉支部
になります。

給付の対象となる方の認定は、裁判所において、救済要件に合致するかどうか、証拠に基づき確認していくこととなります。
このため、この給付金を受け取るためには、国を相手とする国家賠償請求訴訟を提起して、国との間で和解等を行っていただく必要があり
ます。

給付金の対象となるのは、集団予防接種等（昭和23年７月１日から昭和63年１月27日までの間に限る）の際の注射器の連続使用によ
り、
Ｂ型肝炎ウイルスに感染した方と、その方から母子感染した方（これらの方々の相続人を含む）です。
病態に応じ50万～3600万円等が支払われます。

もしお心当たりのある方がいらっしゃいましたら、経験と専門知識のある全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団にご相談してみてはいかがでしょう
か。

埼玉県内各地でも無料法律相談を開催しております。

無料相談会日程一覧はこちら。

お問合せ電話番号は、048-862-0377(平日9:00～17:00)

詳しくはこちらのホームページをご覧ください。

 

http://bkan-saitama.jimdo.com/%E7%9B%B8%E8%AB%87%E4%BC%9A%E3%81%AE%E6%97%A5%E7%A8%8B/
http://bkan-saitama.jimdo.com/


 
事務局Ｏ

新しい家族
この夏、我が家に新しい家族が増えました。

カブトムシ４匹です。

お盆の時期に祖父母の家に子どもと遊びに行ったところ、カブトムシが庭先の木に沢山とまっていました。

子どもは大興奮です。自分では触れないけれど、捕まえて欲しいらしく、パパが取って！と言って聞きません。

仕方ないので、４匹だけ持って帰ることにしました。

オス３匹、メス１匹と男女比を誤った感じがしますが、見たところ仲良くやっています、というような感じを受けます。

https://saitamasogo.jp/archives/68686


最近は、毎日、エサをあげることが、子どもの日課になっています（実際にあげるのは私ですが）。

繁殖したら同僚に配って回ろうと思っているので、楽しみです。

欲しい人がいたらご一報ください。

 

弁護士　黒澤　瑞希

 

 

ウォーキング
最近運動不足解消のためにウォーキング（といってもただひたすら歩くだけですが）をしています。

先日は京浜東北線の線路に沿って浦和駅から川口駅まで歩きました。

全部で１時間２０分かかりましたが、各駅ごとの所要時間は次のとおりです。

 

浦和駅

↓　１５分

南浦和駅

↓　２８分
蕨駅

↓　１８分

西川口駅

↓　１９分

https://saitamasogo.jp/archives/68678


川口駅

 

これを見ると南浦和駅～蕨駅の区間がかなり時間がかかることが分かります。

みなさまもこの区間を歩かれる際はご注意下さい。

 

私の目標としては浦和駅から東京駅まで歩きたいと思っています。

 

 

弁護士　鴨田　譲

 



 



常に念じている僧のいる山～常念岳
松本で日弁連貧困本部の合宿、長野市内の信州大学で税制と社会保障の集会がありました。せっかくの夏の長野なので、北アルプスの常念
岳に登ってきました。

常念岳は、安曇野の西にそびえる山です。

ＮＨＫの連続テレビ小説「おひさま」で生徒達が登った山です。
安曇野から見る常念岳の美しさについて、「日本百名山」（深田久弥著）には、「松本から大町へ向かって安曇野を走る電車の窓から、も
しそれが冬であれば、前山を超えてピカリと光る真白いピラミッドが見える。私はそこを通るごとに、いつもその美しい峰から眼を離さな
い。そして今年こそ登ろうと決心を新たにするのが常である。」と記されています。
私が登った日はあいにく常念岳は雲の中でしたが、晴れた日には、美しく堂々とした山容です。

https://saitamasogo.jp/archives/68645


岩魚さんという写真家の方がホームページで紹介されている、澄み渡る空にそびえる常念岳を是非ご覧ください。
（→　岩魚さんのホームページ）

７月３１日、登山口から山頂（２８５７m）までの標高差約１５００mを往復。ところどころに高山植物が咲く沢沿いの道を進み、胸突き
八丁の登りに入り、樹林帯を抜けると、常念小屋がある常念乗越に出ます。

http://photohito.com/photo/orgshow/5245008/


 













ここから山頂まで、ゴロゴロとした岩の上を歩く急な登りが続きます。疲労がピークになり、次の一歩がなかなか上がらず、苦しい、辛い
と思いながら、常念岳の名前について考えているうちに、山頂に到着。



下りは早く、登山口手前の「山の神」で手を合わせ、夕方に下山しました。



帰宅して「日本百名山」を開くと、常念岳は、かつては常念坊と呼ばれ「常に念じている僧のいる山の意である。」とあり、「評論家臼井
吉見氏が書いていた。松本の氏の小学校の校長はいつも窓から外を指して『常念を見よ』と言ったが、その言葉だけが今も強く記憶に残っ
ている。」とあります。
連続テレビ小説「おひさま」では、ドイツの詩人・ツェーザル・フライシュレンの詩「心に太陽を持て」を生徒に贈る場面があります。
「…勇気を失うな。くちびるに歌を持て。心に太陽を持て。」の詩です。
常念岳が語りかけてくれていることを考えます。
今度は、事務所の仲間と一緒に行けたらなと思います。

弁護士　猪　股　　正

事務所旅行に参加して
 
 
先日、事務所旅行で新潟へ行ってきました。
所員全員での参加はなかなか難しいですが、それでも普段事務所に在席している事が少ない先生たちとふれ合える、貴重な時間です。
 
白糸の滝でマイナスイオンを浴び、きのこづくしのランチで腹十二分目、月夜野びーどろパークではガラス食器の美しさに悶絶、笹団子体
験では笹の葉をしばる紐の結び方に悪戦苦闘、日本酒試飲ではいい旅夢気分、と短い時間の中、所員みんなで色々な体験ができました。
 
濃密な時間を過ごした後、自宅でお土産に買ったお米を炊き、ツヤツヤのご飯をあおさの味噌汁で流し込む。至福の時でした。
 
旅行先で、その土地でしか味わえない自然や食べ物を堪能するのが大好き。
自宅の布団に入り、「やっぱり家が一番」とつぶやく瞬間も大好き。
 
事務所の仲間と行く旅行も格別でした！
 
 
事務局　深井
 
 

https://saitamasogo.jp/archives/68640


 

梅雨明け
ようやく梅雨が明けました。平年より約１０日遅れだそうです。
今年の夏はことのほか暑いらしく、今日はいきなり猛暑です。

世界ではテロが相次ぎ、日本でも相模原で障害のある方々を狙った悲惨な事件が起きました。
暑苦しさに気持ちも萎えてしまいます。

本日、当事務所が法律顧問をさせていただいている団体の総代会に、来賓として出席してきました。
来賓挨拶に立った労働組合連合会の会長のご祝辞。

https://saitamasogo.jp/archives/68634


今から２万年前には世界の人口は２万人で、大半が現在のアフリカ大陸に住んでいたとのこと。
迫り来る氷河期を前に、人類滅亡の危機が訪れたが、２万人のうちの多数派１万８０００人は奪い合い、結局、全滅した。
少数派の２０００人は譲り合い、分かち合った。少数派の方が苦しかっただろうが、現世まで生き延びた。
私たちがそのDNAを受け継いでいることに希望を見いだしたい・・・・。

１つの学説、ということなのだと思いますが、いたく染みいりました。暑苦しさもすっ飛びました。
相手を駆逐する所作の中に希望はない。我々のDNAは決してそういうものではない。そう信じたいと思います。
これから原爆の日、終戦記念日と続きます・・・・。

（会長さんのご挨拶の中の数字は、聞いたままのことを書きました。
無論、文責は完璧に私にあります。もし誤りがありましても、どうか寛大なお心でお受け止めください。
世の中、仮に間違っていても信じた方が幸せということがたまにはあります。）

 

弁護士　牧野　丘

 



都知事選
私は東京都在住のため、先日の参議院選に続き今週末も選挙です。
20歳やそこらの若いときは、選挙なんて、私が投票したところで何も変わらないしーとか、遊びに行きたいしーとか思っていました。親に
「選挙行きなさい。」って言われるのを鬱陶しく思っていたときもありました。

しかし、今や選挙権たくさん欲しいです。

変えて欲しい政策や税金の使い途、守っていただかなきゃいけない権利や制度たくさんあります。主たる候補者の公約がどれも似ているな
んて報道もあるけれど、絶対譲れないところが私にはあります。

1票しか持っていませんが、より良い未来のために、貴重な1票投じてきます！！

 

弁護士　南木　ゆう

 

 

https://saitamasogo.jp/archives/68624

